
 

第５問 学習指導要領日本史Ｂ２内容⑷アのうち「開国と幕府の滅亡，文明開化など欧米の文化・

思想の影響や国際環境の変化，自由民権運動と立憲体制の成立に着目して， 明治維新以降の我

が国の近代化の推進過程について考察させる」という点を踏まえ，幕末・明治初期の国内改革

や対外政策に関する知識と理解を確認し，史料や図を用いた分析的思考力を問うことをねらい

とした。難易度については，おおむね標準的であった。 

問１は，版籍奉還を上表した４藩に関して，各藩の幕末期の動向，及び各藩の人物の幕末か

ら明治初期の動向から，４藩に対する知識と理解を問うた。問２は，廃藩置県から琉球処分ま

での間，明治新政府が近代国家を形成していく過程で起きた出来事について問うた。問３は，

木戸孝允の書簡と国家構想に関する図を用いて，明治政府に関わった人物の国家構想について

問うた。問４は，琉球王国（琉球藩）と新政府のやりとりを記した史料を用いて，沖縄県設置

に至る過程について問うた。 

    版籍奉還と廃藩置県という受験者が必ず学ぶテーマに関して，多様な史料や図の読み取りを

通して，受験生の基本的な知識を始め，思考力や判断力についても問うことができた。 

第６問 学習指導要領日本史Ｂ２内容⑸イ「国際社会の中の日本の立場に着目して，第一次世界

大戦前後の対外政策の推移や大戦が国内の経済・社会に及ぼした影響について考察させる」, 

ウ「国際社会の動向，国内政治と経済の動揺，アジア近隣諸国との関係に着目して，対外政策

の推移と戦時体制の強化など日本の動向と第二次世界大戦とのかかわりについて考察させる」

及び⑹ア「占領政策と諸改革，新憲法の成立，平和条約と独立，国際交流や国際貢献の拡大な

どに着目して，我が国の再出発及びその後の政治や対外関係の推移について考察させる」,ウ

「社会と個人，世界の中の日本，地域社会の歴史と生活などについて，適切な主題を設定させ，

資料を活用して探究し，考えを論述する活動を通して，歴史的な見方や考え方を身に付けさせ

る」を踏まえて出題した。リード文では総合雑誌・経済雑誌・出版の歴史を取り上げ，大正期

から戦後にかけての，政治・外交や社会・文化に関する基本的事項の理解や史料の読解力を問

うことをねらいとした。難易度については，おおむね標準的であった。 

問１は，大正デモクラシーの意味を正確に理解しているかを問うた。問２は，明治末期から

昭和戦後にかけて発生した社会主義に関する出来事を理解しているのかを問うた。問３は，史

料読解力をみることに加えて，ワシントン会議の内容と時代背景を理解しているのかを問うた。

問４は，日中戦争・太平洋戦争に関する国際関係についての知識・理解を問うた。問５は，太

平洋戦争中の外交・政治についての知識・理解を問うた。問６は，史料から読み取った情報と

歴史的事象との関わりを類推することができるかを問うた。問７は，敗戦後の社会と出版文化

の関係について正確に理解しているのかを問うた。 

近現代の出版と文化の関連などについて，史料やメモを活用しながら受験者の思考力・判断

力・知識などを適切に問える問題を出題することができた。 

３ ま  と  め 

本部会は従来から，作問上の留意点として以下の４点を挙げてきた。 

⑴ 高等学校教育の範囲と水準を逸脱することなく，標準的な問題を作成するように心掛ける。 

⑵ 高校現場での授業に配慮する。 

⑶ 問題領域や設問形式のバランスや文字資料・図版資料・地図・表・グラフの適切な使用に留意し

つつ，「歴史的思考力」を問う問題をより多く出題するような工夫をする。 

⑷ 『旧日本史Ｂ』との共通問題について，難易度に一層配慮する。 

今後，『旧日本史Ａ』と『旧日本史Ｂ』はなくなるが，これまでの知見の蓄積を活用しつつ，ご指摘

いただいたことも踏まえて，新課程の問題作成につなげていきたい。 
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問題作成部会の見解 

『旧地理Ａ』 

１ 出題教科・科目の問題作成の方針（再掲） 

○ 地理に関わる事象を多面的・多角的に考察する過程を重視する。地理的な見方や考え方を働か

せて，地理に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を多面的・多角的に考察したり，地理

的な諸課題の解決に向けて構想したりする力を求める。問題の作成に当たっては，思考の過程に

重きを置きながら，地域を様々なスケールから捉える問題や，地理的な諸事象に対して知識を基

に推論したり，資料を基に検証したりする問題，系統地理と地誌の両分野を関連付けた問題など

を含めて検討する。 

２ 各問題の出題意図，解答結果及び自己評価等 

第１問 学習指導要領「地理Ａ」の「（1）現代世界の特色と諸課題の地理的考察」における「ア 

地球儀や地図からとらえる現代世界」，「（2）生活圏の諸課題の地理的考察」における「ア 日

常生活と結び付いた地図」，「イ 自然環境と防災」に関する大問である。問１は，陰影起伏図

と斜面方位・傾斜の関係についての理解を問うた。問２は，等高線図表現の理解を問うた。問

３は，ＧＩＳの適切な活用方法についての理解を問うた。問４は，内水・外水氾濫の発生要因

の違いとハザードマップ活用についての理解を問うた。問５は，日本の猛暑・冷夏年の気温分

布と風向・風速分布についての理解を問うた。問６は，気候の地域差と気象警報発表基準につ

いての理解やデータの読み取りを問うた。単純な知識問題ではなく，背景となる知識を踏まえ

たデータの読み取りと分析により，多面的な視点から考察して解答を導くような設問とした。 

第２問 学習指導要領「地理Ａ」の「（1）現代世界の特色と諸課題の地理的考察」における「イ 

世界の生活・文化の多様性」に関する大問である。世界単位，大陸地域（アジアなど）単位，

国単位，小地域単位と，様々な地域スケールを小問中に盛り込んでいる。問１は，宗教と関わ

りの深いイベント的な市場（マーケット）について思考する問いである。問２は，自然環境に

順応した農業活動の実態と地域比較，問３は，料理で使われる調味料の原料の国別生産量につ

いて主題図から考察する。問４は，国外からの来訪観光客における月別割合の国別比較から各

国の特徴を考察する問である。問５は，地域の生活・文化を次世代に伝える役割をもつ世界文

化遺産について，環境，歴史，生活から多面的に思考する問いである。問６は，複数の国で話

されている言語（英語など）を指標として，地域の特徴を考える問いである。図や資料の読み

取りを通じた思考力，判断力を問う設問を多く出題した。大問の難易度は全体として概ね標準

からやや易であった。 

第３問 学習指導要領「地理Ａ」の「（1）現代世界の特色と諸問題の地理的考察」における「イ 

世界の生活・文化の多様性」に関する大問である。具体的には，「北・中央アメリカの自然・

産業・生活・文化」をテーマに，主題図や統計図表などの資料を読み取り解答を導き出すとい

う問いである。また，地域の社会・経済的特徴とその変動などに着目して，その共通性や差異

について分析するとともに，その要因を考察できる力を測ることを目的としている。問１は，

ケッペンの気候区分から自然環境について問うた。問２は，北アメリカ大陸の農産物産地の分
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布からその地域性について問うた。問３は，1970 年代以降のアメリカ合衆国，カナダ，メキシ

コの自動車産業の変化について問うた。問４は，北アメリカ大陸スケールと，グローバルスケ

ールの二つの空間スケールでの貿易の特徴について問うた。問５は，移民と言語のデータから

旧宗主国の影響について問うた。問６は，1979 年のメキシコ湾での石油流出事故を取り上げ，

環境問題の背景となる自然環境について問うた。大問全体を通して自然環境，農業，産業，文

化，環境問題を幅広く取り上げ，多面的・多角的に地域的特色を見出す力を問うことができた。 

第４問 学習指導要領「地理Ａ」の「（1）現代世界の特色と諸課題の地理的考察」における「ウ 

地球的課題の地理的考察」に関する大問である。問１は，合計特殊出生率の推移から人口増加

の地域差を問うた。問２は，国家間の労働移動と難民移動から移動の特性と背景を問うた。問

３は，バンコク都心のスラムを題材に，発展途上国における都市問題を問うた。問４は，国別

の再生可能エネルギー利用の地域性を問うた。問５は，主要穀物の自給率から世界的な食糧供

給体系を問うた。問６は，様々な地球的課題に対する解決策とそれにより生じうる課題を考察

し，課題解決の多角的なあり方を問うた。大問全体の平均得点率は標準的であった。受験者に

馴染みのない資料を用いつつ，基本的な知識・技能を基に地理的な見方・考え方を働かせて地

球的課題の理解を図る問題をバランスよく提示した。 

第５問 学習指導要領「地理Ａ」の「（2）生活圏の諸課題の地理的考察」における「ウ 生活圏の

地理的な諸課題と地域調査」に関する大問である。関西の大都市圏から離れた和歌山県有田地

方を対象地域とし，地理的技能，思考力を多面的に測る問題として作成した。問１は，紀伊半

島の年平均気温と年降水量の等値線図から分布の傾向について考察する問題，問２は，和歌山

県全体の産業立地の地域的差異の特徴を，主題図から読み取る問題，問３は，和歌山県におけ

る果樹栽培について，全国シェアの高さやブランド化が進んだ事実に関する統計を判断する問

題とした。問４は，大縮尺の地図と写真を用いて地域の特徴について思考し，判断する力を問

うている問題，問５は，地図で示された範囲について，地域の歴史的変化を示した文と地図か

ら読み取り判断する問題，問６は，地域調査のまとめとして，半島に共通した地域課題を解決

する政策について考察する問題とした。スケールや領域など，全体のバランス配分を考慮して

出題した問題といえる。 

３ ま  と  め 

(1) 「地理総合」においても，学習指導要領を踏まえた各分野・領域からの出題とし，資料から

読み取って得た情報を基に考察する力，知識・技能，探究を深めたり課題を解決したりしよう

とする力を測る問題作成に取り組んでいきたい。場面設定型の大問では，臨場感をもたせた問

題を織り交ぜながら，地理的な見方・考え方を働かせて解答に到達できるような問題作成を検

討していきたい。 

(2) 難易度に関しては，「歴史総合」や「公共」など他科目とのバランスに配慮しつつ，適切な難

易度の問題作成を検討していきたい。 

(3) 図表や写真などの資料の視認性については，引き続き十分に検討・確認を重ねた上で，作問

していきたい。 

(4) 今後の「地理総合」においても，受験者に対する分量や難易度の負担には十分に留意しつつ，

新規の資料や臨場感のある問題を交えながら，高等学校等で得た知識・技能を踏まえた地理的

な思考力，判断力を問う作問を追求していきたい。 

 
 

『旧地理Ｂ』 

１ 出題教科・科目の問題作成の方針（再掲） 

○ 地理に関わる事象を多面的・多角的に考察する過程を重視する。地理的な見方や考え方を働か

せて，地理に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を多面的・多角的に考察したり，地理

的な諸課題の解決に向けて構想したりする力を求める。問題の作成に当たっては，思考の過程に

重きを置きながら，地域を様々なスケールから捉える問題や，地理的な諸事象に対して知識を基

に推論したり，資料を基に検証したりする問題，系統地理と地誌の両分野を関連付けた問題など

を含めて検討する。 

２ 各問題の出題意図，解答結果及び自己評価等 

第１問 学習指導要領「地理Ｂ」の「（2）現代世界の系統地理的考察」における「ア 自然環境」

に関する大問である。世界の自然環境と自然災害に関する諸事象を取り上げ，各種地形の特徴

や分布，気候・気象と関連した現象・自然災害の季節的・地理的変化について考察させること

を目的としている。問１は，大地形の形成メカニズムの知識をもとに，様々な種類の平野を分

類する力を，問２は，地球規模の降水量分布，大地形，大河川の流量を関連付ける力を，問３

では，降水量分布の季節変動を考察する力を，問４は，代表的な気候帯と植生・土壌とを結び

付けて思考する力を，問５は，新旧の衛星画像と地形図の判読による地形形成と防災を関連付

けて考察する力を，問６は，自然災害のリスクの概念式を用いて被害とリスクの関連，減災の

方策を思考する力を問うている。本大問は，プロセス型の問いであり，生徒が，都市が発達す

る平野の自然環境について大地形から身近な防災に至るまでを考察する力を問うている。正答

率は問６で高く，問２で低かったが，第１問全体の平均得点率としては「地理Ｂ」全体の得点

率をやや上回った。全体としては，出題形態や難易度のバランスはとれていたと考える。 

第２問 学習指導要領「地理Ｂ」の「（2）現代世界の系統地理的考察」の「イ 資源と産業」に

関する大問である。各小問では，データの時系列変化を意識させ，将来，重要性を増していく

と考えられる素材を取り上げ，時代の変化や将来展望を意識させるように工夫した。問１は，

産業や経済活動の基盤としての電力の供給，問２は，第一次産業としての農業の変化，問３は，

産業全般を支える運輸の様子，問４は，近代化にともなう輸送手段の変化と産業立地，問５は，

第二次産業としての製造業，問６は，第三次産業としての金融を扱っている。国土の概要やそ

の地理的配置，産業をめぐる諸条件や産業構造の時系列変化，産業立地論，各種の製造業にお

ける発展途上国，新興工業諸国，先進国それぞれの状況とその変化，国際経済における各国通

貨の力関係とその変化についての知識や思考力などが必要となる問いを配置している。問３，

問５，問６は概ね想定した正答率であったが，それ以外の小問の正答率は高めであった。 

第３問 学習指導要領「地理Ｂ」の「（2）現代世界の系統地理的考察」の「ウ 人口，都市・村

落」と，大問リード文では触れていないが，「エ 生活文化，民族・宗教」の内容に関する問

いである。問１では，国家スケールの人口（都市人口率）の変化を，問２～問５は，村落・都

市という集落を軸として，都市村落の産業構造の特色，都市村落の景観から機能・文化的背景，

商業環境と郊外化の進展からみた地方都市及びその周辺の地域構造の変化，都市分布と交通ネ

ットワークから，経済・政治システムの国家間の相違を問うている。また，問６では，国際的

な人口移動の特徴を問うている。問３では「生活文化」，問５では「宗教・民族」の内容も含

んでいる。また，問１ではグラフ，問２と問６では表，問３では景観写真，問２，問４，問５
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布からその地域性について問うた。問３は，1970 年代以降のアメリカ合衆国，カナダ，メキシ

コの自動車産業の変化について問うた。問４は，北アメリカ大陸スケールと，グローバルスケ

ールの二つの空間スケールでの貿易の特徴について問うた。問５は，移民と言語のデータから

旧宗主国の影響について問うた。問６は，1979 年のメキシコ湾での石油流出事故を取り上げ，

環境問題の背景となる自然環境について問うた。大問全体を通して自然環境，農業，産業，文

化，環境問題を幅広く取り上げ，多面的・多角的に地域的特色を見出す力を問うことができた。 

第４問 学習指導要領「地理Ａ」の「（1）現代世界の特色と諸課題の地理的考察」における「ウ 

地球的課題の地理的考察」に関する大問である。問１は，合計特殊出生率の推移から人口増加

の地域差を問うた。問２は，国家間の労働移動と難民移動から移動の特性と背景を問うた。問

３は，バンコク都心のスラムを題材に，発展途上国における都市問題を問うた。問４は，国別

の再生可能エネルギー利用の地域性を問うた。問５は，主要穀物の自給率から世界的な食糧供

給体系を問うた。問６は，様々な地球的課題に対する解決策とそれにより生じうる課題を考察

し，課題解決の多角的なあり方を問うた。大問全体の平均得点率は標準的であった。受験者に

馴染みのない資料を用いつつ，基本的な知識・技能を基に地理的な見方・考え方を働かせて地

球的課題の理解を図る問題をバランスよく提示した。 

第５問 学習指導要領「地理Ａ」の「（2）生活圏の諸課題の地理的考察」における「ウ 生活圏の

地理的な諸課題と地域調査」に関する大問である。関西の大都市圏から離れた和歌山県有田地

方を対象地域とし，地理的技能，思考力を多面的に測る問題として作成した。問１は，紀伊半

島の年平均気温と年降水量の等値線図から分布の傾向について考察する問題，問２は，和歌山

県全体の産業立地の地域的差異の特徴を，主題図から読み取る問題，問３は，和歌山県におけ

る果樹栽培について，全国シェアの高さやブランド化が進んだ事実に関する統計を判断する問

題とした。問４は，大縮尺の地図と写真を用いて地域の特徴について思考し，判断する力を問

うている問題，問５は，地図で示された範囲について，地域の歴史的変化を示した文と地図か

ら読み取り判断する問題，問６は，地域調査のまとめとして，半島に共通した地域課題を解決

する政策について考察する問題とした。スケールや領域など，全体のバランス配分を考慮して

出題した問題といえる。 

３ ま  と  め 

(1) 「地理総合」においても，学習指導要領を踏まえた各分野・領域からの出題とし，資料から

読み取って得た情報を基に考察する力，知識・技能，探究を深めたり課題を解決したりしよう

とする力を測る問題作成に取り組んでいきたい。場面設定型の大問では，臨場感をもたせた問

題を織り交ぜながら，地理的な見方・考え方を働かせて解答に到達できるような問題作成を検

討していきたい。 

(2) 難易度に関しては，「歴史総合」や「公共」など他科目とのバランスに配慮しつつ，適切な難

易度の問題作成を検討していきたい。 

(3) 図表や写真などの資料の視認性については，引き続き十分に検討・確認を重ねた上で，作問

していきたい。 

(4) 今後の「地理総合」においても，受験者に対する分量や難易度の負担には十分に留意しつつ，

新規の資料や臨場感のある問題を交えながら，高等学校等で得た知識・技能を踏まえた地理的

な思考力，判断力を問う作問を追求していきたい。 

 
 

『旧地理Ｂ』 

１ 出題教科・科目の問題作成の方針（再掲） 

○ 地理に関わる事象を多面的・多角的に考察する過程を重視する。地理的な見方や考え方を働か

せて，地理に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を多面的・多角的に考察したり，地理

的な諸課題の解決に向けて構想したりする力を求める。問題の作成に当たっては，思考の過程に

重きを置きながら，地域を様々なスケールから捉える問題や，地理的な諸事象に対して知識を基

に推論したり，資料を基に検証したりする問題，系統地理と地誌の両分野を関連付けた問題など

を含めて検討する。 

２ 各問題の出題意図，解答結果及び自己評価等 

第１問 学習指導要領「地理Ｂ」の「（2）現代世界の系統地理的考察」における「ア 自然環境」

に関する大問である。世界の自然環境と自然災害に関する諸事象を取り上げ，各種地形の特徴

や分布，気候・気象と関連した現象・自然災害の季節的・地理的変化について考察させること

を目的としている。問１は，大地形の形成メカニズムの知識をもとに，様々な種類の平野を分

類する力を，問２は，地球規模の降水量分布，大地形，大河川の流量を関連付ける力を，問３

では，降水量分布の季節変動を考察する力を，問４は，代表的な気候帯と植生・土壌とを結び

付けて思考する力を，問５は，新旧の衛星画像と地形図の判読による地形形成と防災を関連付

けて考察する力を，問６は，自然災害のリスクの概念式を用いて被害とリスクの関連，減災の

方策を思考する力を問うている。本大問は，プロセス型の問いであり，生徒が，都市が発達す

る平野の自然環境について大地形から身近な防災に至るまでを考察する力を問うている。正答

率は問６で高く，問２で低かったが，第１問全体の平均得点率としては「地理Ｂ」全体の得点

率をやや上回った。全体としては，出題形態や難易度のバランスはとれていたと考える。 

第２問 学習指導要領「地理Ｂ」の「（2）現代世界の系統地理的考察」の「イ 資源と産業」に

関する大問である。各小問では，データの時系列変化を意識させ，将来，重要性を増していく

と考えられる素材を取り上げ，時代の変化や将来展望を意識させるように工夫した。問１は，

産業や経済活動の基盤としての電力の供給，問２は，第一次産業としての農業の変化，問３は，

産業全般を支える運輸の様子，問４は，近代化にともなう輸送手段の変化と産業立地，問５は，

第二次産業としての製造業，問６は，第三次産業としての金融を扱っている。国土の概要やそ

の地理的配置，産業をめぐる諸条件や産業構造の時系列変化，産業立地論，各種の製造業にお

ける発展途上国，新興工業諸国，先進国それぞれの状況とその変化，国際経済における各国通

貨の力関係とその変化についての知識や思考力などが必要となる問いを配置している。問３，

問５，問６は概ね想定した正答率であったが，それ以外の小問の正答率は高めであった。 

第３問 学習指導要領「地理Ｂ」の「（2）現代世界の系統地理的考察」の「ウ 人口，都市・村

落」と，大問リード文では触れていないが，「エ 生活文化，民族・宗教」の内容に関する問

いである。問１では，国家スケールの人口（都市人口率）の変化を，問２～問５は，村落・都

市という集落を軸として，都市村落の産業構造の特色，都市村落の景観から機能・文化的背景，

商業環境と郊外化の進展からみた地方都市及びその周辺の地域構造の変化，都市分布と交通ネ

ットワークから，経済・政治システムの国家間の相違を問うている。また，問６では，国際的

な人口移動の特徴を問うている。問３では「生活文化」，問５では「宗教・民族」の内容も含

んでいる。また，問１ではグラフ，問２と問６では表，問３では景観写真，問２，問４，問５
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では各種地図を用いた問いとし，それらを読み取る能力を問う問題形式として，地理的技能の

活用力も問うている。問２と問５の難易度は平均的なものであったが，問 1 に関しては識別性

が高かった。問６に関しては，時間的な背景を含む総合的な考察力を必要とし，歴史的な背景

を理解していないとアルジェリアとトルコの判断が難しかったと推測される。 

第４問 学習指導要領「地理Ｂ」の「（3）現代世界の地誌的考察」における「イ 現代世界の諸

地域」に関する大問である。中央・西アジアの地誌を取り上げ，「歴史的背景を踏まえて多面的・

多角的に地域の変容や構造を考察」する力や，「地域にみられる地域的特色や地球的課題につい

て理解」する力を問うた。問１では，中央・西アジアの大地形の特徴を３地域の標高分布図か

ら読み解く力を問うた。問２では，中央・西アジアの４か国における植生を，表から読み解く

力を問うた。問３は食文化の多様性について，その地域の交易や文化，自然環境から想起でき

るかを問うた。問４では，中央・西アジアを特徴づける宗教のイスラームと一人当たりＧＤＰ

に着目し，大都市の特徴や形成との関連について考察できるかを問うた。問５では，中央・西

アジアの各国の違いを示す合計特殊出生率と人口密度，第三次産業従事者割合について階級区

分図から読み解く力を問うた。問６では，中央・西アジアと貿易関係の深い，日本とロシアそ

れぞれの輸出入額について，各国の値を比較して読み解く力を問うた。大問の平均点は『旧地

理Ｂ』全体の平均点より大幅に低かった。識別性については，問１でやや低かったものの，他

の問いでは高かった。 

第５問 学習指導要領「地理Ｂ」における「（1）様々な地図と地理的技能」の「イ 地図の活用

と地域調査」に関する大問である。関西の大都市圏から離れた和歌山県有田地方を対象地域と

し，地理的技能，思考力を多面的に測る問題として作成した。問１は，紀伊半島の年平均気温

と年降水量の等値線図から分布の傾向について考察する問題，問２は，和歌山県全体の産業立

地の地域的差異の特徴を，主題図から読み取る問題，問３は，和歌山県における果樹栽培につ

いて，全国シェアの高さやブランド化が進んだ事実に関する統計を判断する問題，問４は，大

縮尺の地図と写真を用いて地域の特徴について思考し，判断する力を問う問題，問５は，より

スケールの小さい地域の歴史的変化を示した文と地図から読み取り判断する問題，問６は，地

域調査のまとめとして，半島に共通した地域課題を解決する方策を考察する問題とした。問６

の正答率が低く，問３の正答率が高かったが，大問全体では適切な正答率であり，識別性にも

問題はなかった。問６の地域課題解決の方策を考察する能力は，今後の社会形成を担う人材育

成に必要なものであり，正しい認識をもてる教育が現場で展開されることに期待したい。 

３ ま  と  め 

(1) 『地理総合，地理探究』においても，学習指導要領を踏まえた各分野・領域からの出題とし，

資料から読み取って得た情報を基に考察する力，知識・技能，探究を深めたり課題を解決した

りしようとする力を測る問題作成に取り組んでいきたい。場面設定型の大問では，臨場感をも

たせた問題を織り交ぜながら，地理的な見方・考え方を働かせて解答に到達できるような問題

作成を検討していきたい。 

(2) 難易度に関しては，『歴史総合，世界史探究』や『歴史総合，日本史探究』などの他科目との

バランスに配慮しつつ，適切な難易度の問題作成を検討していきたい。 

(3) 図表や写真などの資料の視認性については，引き続き十分に検討・確認を重ねた上で，作問

していきたい。 

(4) 今後の『地理総合，地理探究』においても，受験者に対する分量や難易度の負担には十分に

留意しつつ，新規の資料や臨場感のある問題を交えながら，高等学校等で得た知識・技能を踏

まえた地理的な思考力，判断力を問う作問を追求していきたい。 

公     民 

『公共，倫理』 

第１ 高等学校教科担当教員の意見・評価 

１ 前     文 

    令和７年度（第５回）共通テストが実施された。なお，評価に当たっては，報告書（本試験）21 ペー

ジに記載の８つの観点により，総合的に検討を行った。  

２ 内 容・範 囲 

第１問 『地理総合／歴史総合／公共』の「公共」第１問と同じ。 

第２問 『地理総合／歴史総合／公共』の「公共」第４問と同じ。 

第３問 幸福について（源流思想・西洋近現代思想） 

    生徒間の会話を基本設定とし，原典などの諸資料を用いながら，幸福について多面的・多角的に考

察させる大問である。日常生活の中の場面をもとに，人生における幸福の在り方やその実現につい

て，様々な先哲の思想と関連付けて考察させている。一貫したテーマを設定しつつ，源流思想と西洋

近現代思想を横断してバランス良く出題されており， 『公共，倫理』の問題として適切である。まと

まった文章量の資料を読ませ，言葉 （概念）に込められた意味を緻密に考察させていく出題が複数見

られ，先哲の思索と向き合い対話する学びについて示唆を与える大問であった。 

問１ 幸福の実現に関する古代ギリシア思想についての設問。懐疑派について本文では扱っていない

教科書もあることから，受験者の学習の程度によって差が出る問題になったと思われる。消去法で

解こうとする場合，思想家がある言葉を言ったかどうかの正誤判定が難しい。 

問２ 宗教における戒律や宗教的実践についての設問。扱う知識のほとんどは基本事項だが，ハラー

ルについては直接取り上げていない教科書が多く，判断に迷った受験生がいたと思われる。 

問３ 原典資料をもとに，律法と信仰に関するルターの思想を読み解く設問。先哲が言葉 （概念）に

どのような含意をもたせ，思想の中でどのように位置付けているか，原典の文章を緻密に理解する

必要がある。「倫理」ならではの資料読解の在り方を示唆する良問である。 

問４ 人間や社会の在り方に関する中国思想についての設問。扱う思想家は多いが，選択肢中の表現

は教科書で学ぶ基本理解に沿っている。このような基礎の定着度を問う問題は今後も程良く出題し

てほしい。 

問５ 原典資料をもとに，道徳と幸福に関するカントの思想を読み解く設問。適切な用語を選択する

には，カントが道徳をどのように捉えているかという基本理解を踏まえる必要がある。基礎的な学

習内容を資料の文脈に位置付けることで本質的な理解を問う良問である。 

問６ 理想的な社会を考えた人物やその思想についての設問。多くの人名と語句を示し，それらを用

いて正文を作らせるという，新しい形式であった。人物に関する知識の部分では教科書での扱いが

少ない事項もあるが，判別のまぎらわしさが生じにくい形式であったことから，標準的な難易度と

なった。 

問７ 原典資料をもとに，自己の幸福と他人との関係に関するスピノザの思想を読み解く設問。資料

文が長く，用いられる表現や論じられる内容もわかりやすくはない。さらに，スピノザの思想自体
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